










 

Ⅰ研究の目的 

 近年の医療技術の進歩により,特に先進国においては周産期死亡は激減した

が,これ伴って異常児発生を如何に予防するかということが大きな関心をもた

れるようになった。そこで妊娠経過中の異常が,その児にどんな影響があるかに

ついては最近多くの報告がなされているが,既往の妊娠分娩やその異常および

人工妊娠中絶が次の妊娠における胎児に如何なる影響を及ぼすかについては未

だ報告は多くない。そこで今回われわれは東大電算機システムを用いる事によ

りretrospectiveに分娩総数3444例について既往妊娠分娩歴と今回妊娠の児の

予後との関連について統計的検討を行ったので報告する。 


